
背
景
に「
政
策
評
価
」

背
景
に「
政
策
評
価
」

献
金
効
果
は
８
３
０
０
倍

献
金
効
果
は
８
３
０
０
倍

　

自
民
党
政
治
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
「
財
界
中
心
」
の
政
治
。
こ
の
「
財

界
中
心
」
の
政
治
が
経
済
・
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
ゆ
が
み
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
自
民
党
政
治
は
な
ぜ
「
財
界
」
の
要
求
に
応
え
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
「
財
界
中
心
」
の
政
治
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
自
民
党

結
党
の
歴
史
も
踏
ま
え
つ
つ
見
て
い
き
ま
す
。 

（
塩
田
悠
玄
記
者
）

これが「財界中心」の政治

企
業
献
金
と
一
体
の「
財
界
中
心
」の

政
治
が
生
む
あ
ら
ゆ
る
ゆ
が
み

2025年 3184号（⽉）４⽉21⽇
勉強シリーズ 化学 ６、７⾯
同性婚 ５⾼裁で違憲判決 ３⾯
「共産主義と⾃由」キャンペーン学習ページ 10、11⾯

　

財
界
（
財
界
団
体
）
と
は
大

企
業
相
互
の
利
害
を
横
断
的
に

調
整
し
「
総
資
本
の
総
意
」
を

ま
と
め
て
政
治
に
働
き
か
け
、

自
分
た
ち
の
支
配
を
安
定
さ
せ

る
役
割
を
持
つ
も
の
で
す
。

　

大
企
業
、
企
業
集
団
、
業
界

団
体
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
や
集
団
の
個
別
の
利
益
を

求
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

財
界
と
い
う
の
は
政
治
権
力
を

も
利
用
し
な
が
ら
巨
大
企
業
全

体
の
支
配
を
安
定
さ
せ
、
最
大

限
の
利
益
を
手
に
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
（
佐
々
木

憲
昭
『
日
本
の
支
配
者
』
新
日

本
出
版
社
よ
り
）

　

日
本
の
財
界
を
体
現
す
る
存

在
が
、「
日
本
経
済
団
体
連
合

会
」（
経
団
連
）
で
す
。
日
本

の
代
表
的
な
大
企
業
な
ど
が
数

多
く
会
員
と
な
っ
て
い
る
経
団

連
は
、
自
分
た
ち
の
使
命
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
総
合
経
済
団
体
と
し

て
、
企
業
と
企
業
を
支
え
る
個

人
や
地
域
の
活
力
を
引
き
出

し
、
日
本
経
済
の
自
律
的
な
発

展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

す
る
」（
経
団
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
）。

　

し
か
し
、
上
表
の
経
団
連
の

要
求
と
政
府
の
対
応
を
見
て
い

く
と
、「
国
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
」
と
真
逆
な
、
大
企
業
の

利
益
が
優
先
さ
れ
る
「
財
界
中

心
」
の
政
治
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

自
民
党
が
財
界
の
要
求
に
応

え
続
け
る
大
き
な
理
由
と
し

て
、
経
団
連
が
行
う
「
主
要
政

党
の
政
策
評
価
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、「
政
党
通
信

簿
」
と
も
い
わ
れ
、
２
０
０
４

年
度
か
ら
、
自
民
党
の
野
党
時

代
を
除
い
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
経
団
連
は
「
政
策
評

価
」
を
発
表
し
、
経
団
連
の
求

め
る
政
策
の
推
進
を
「
実
績
」

「
課
題
」
と
し
て
評
価
・
提
言

し
て
、
経
団
連
の
会
員
企
業
に

自
民
党
へ
の
献
金
を
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
。

　

経
団
連
が
く
り
返
し
求
め
て

国
民
生
活
の
向
上
と
は
真

国
民
生
活
の
向
上
と
は
真

逆
の
要
求
ば
か
り

逆
の
要
求
ば
か
り

　

自
民
党
本
部
の
政
治
資
金
団

体
「
国
民
政
治
協
会
」
に
は
、

企
業
・
団
体
か
ら
毎
年
20
数
億

円
が
献
金
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
と
は
別
に
政
党
支
部
へ
の
献

金
や
各
種
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
を
通
じ
て
も
、
企
業
・
団
体

献
金
が
自
民
党
に
流
れ
て
い
ま

す
。
石
破
茂
首
相
は
、「
献
金

で
政
策
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
と
の

記
憶
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
財
界
が
一
貫
し
て
強

く
求
め
て
き
た
法
人
税
減
税
を

見
れ
ば
、
企
業
献
金
が
い
か
に

大
企
業
の
利
益
に
と
っ
て
「
効

果
」が
あ
る
の
か
分
か
り
ま
す
。

　

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
　

日
曜

版
」（
３
月
30
日
付
）
に
は
、

自
民
党
関
係
者
の
次
の
よ
う
な

言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「『
エ
ビ
で
タ
イ
を
釣つ

る
』
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
け
れ

ど
、
こ
れ
は
『
シ
ラ
ス
で
ク
ジ

ラ
を
釣
る
』
よ
う
な
も
の
だ
。

大
企
業
が
献
金
を
や
め
な
い
の

は
、
費
用
対
効
果
が
い
い
か
ら

だ
よ
」。

　

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
　

日
曜

版
」（
同
付
）
に
は
、
大
企
業

が
献
金
に
よ
っ
て
得
る
効
果

が
、
驚
く
べ
き
倍
率
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は

２
０
２
３
年
に
自
民
党
の
「
国

民
政
治
協
会
」
に
５
千
万
円
を

献
金
。
同
年
の
法
人
３
税
（
法

人
税
、
法
人
住
民
税
、
法
人
事

業
税
）
の
減
税
の
恩
恵
は
４
１

４
５
億
円
。
献
金
効
果
は
約
８

３
０
０
倍
で
す
。
他
の
企
業
も

２
千
万
円
か
ら
４
千
万
円
を
献

金
。
見
返
り
に
20
社
で
年
１
兆

円
を
超
す
減
税
の
恩
恵
を
受
け

て
い
ま
す
（
２
面
表
）。

　

そ
も
そ
も
、
企
業
献
金
が

「
政
策
買
収
」
で
あ
る
こ
と

は
、「
企
業
が
政
治
に
カ
ネ
を

出
せ
ば
必
ず
見
返
り
を
期
待
す

る
」（
石
原
俊た

か
し・

経
済
同
友
会

代
表
幹
事
、
１
９
８
９
年
）、

「
カ
ネ
も
出
す
が
口
も
出
す
」

（
奥
田
碩ひ

ろ
し・

元
経
団
連
会
長
、

２
０
０
２
年
）
と
の
発
言
な
ど

か
ら
分
か
る
通
り
、
以
前
か
ら

財
界
人
が
認
め
て
い
ま
す
。
石

破
首
相
の
「
献
金
で
政
策
が
ゆ

が
め
ら
れ
た
と
の
記
憶
は
な

い
」
と
の
発
言
は
、
あ
ま
り
に

白
々
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）

き
た
の
が
、
消
費
税
増
税
と
法

人
税
の
引
き
下
げ
で
し
た
。
14

年
の
「
政
策
評
価
」
で
は
、
同

年
４
月
に
第
２
次
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

政

権
が
「
消
費
税
を
８
％
に
引
き

上
げ
」
た
と
し
て
「
実
績
」
を

評
価
。「
課
題
」
と
し
て
消
費

税
の
「
10
％
へ
の
着
実
な
引
上

げ
」
を
提
示
し
ま
し
た
。
同
時

に
「
法
人
実
効
税
率
を
20
％
台

ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
定

し
た
」
こ
と
を
「
実
績
」
と
し

て
評
価
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
19
年
に
消
費
税

を
10
％
に
引
き
上
げ
る
と
、
同

年
の
「
政
策
評
価
」
で
引
き
上

げ
た
こ
と
を
「
実
績
」
と
評

価
。「
法
人
実
効
税
率
を
25
％

程
度
ま
で
引
き
下
げ
」
る
こ
と

を
「
課
題
」
と
し
て
い
ま
す
。

一
連
の
流
れ
は
、
経
団
連
の
要

求
通
り
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
の

名
目
で
行
わ
れ
た
消
費
税
増
税

分
は
、
富
裕
層
・
大
企
業
減
税

な
ど
の
穴
埋
め
に
消
え
ま
し

た
。
消
費
税
増
税
が
く
り
返
さ

れ
る
た
び
に
国
民
の
実
質
所
得

が
大
き
く
奪
わ
れ
、
経
済
と
景

気
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

ま
さ
に「
政
策
買
収

シ
ス
テ
ム
」

　

経
団
連
の
「
政
策
評
価
」
で

は
、
事
業
主
負
担
を
減
ら
す
た

め
の
社
会
保
障
削
減
、
非
正
規

雇
用
を
増
や
し
て
き
た
労
働
法

制
の
規
制
緩
和
、
原
発
再
稼
働

も
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
要
求
に
も
自
公
政
権
は
応
え

て
き
ま
し
た
。

　

経
団
連
の
要
求
を
自
民
党
が

実
行
し
、
こ
れ
に
経
団
連
が

「
実
績
」
評
価
し
献
金
で
応

え
、
さ
ら
に
「
課
題
」
を
示
す

と
い
う
サ
イ
ク
ル
は
、
ま
さ
に

「
政
策
買
収
シ
ス
テ
ム
」で
す
。


